
目的
アフラトキシンM1、G2、G1、B2とB1について、 
Watersアフラトキシン分析キットとACQUITY 
UPLC® H-ClassシステムのAuto・Blend™機能
を用いて、誘導体化を行わず、分析時間の短縮
と分離の向上を実証します。

背景
アフラトキシン類は、菌類であるAspergillus FlavusとAspergillus Parasiticus 
によって代謝物として生産されるカビ毒の一種です。穀物や豆類、スパイスな
どの日用的な種々の食品から検出されています。自然に発生するアフラトキ
シン類としてはB1、B2、G1、G2の4種類があり、B1に汚染された穀類を乳牛
が食べると、代謝副産物としてM1が生成され、その結果、ミルクなどの乳製
品が汚染されます。 

これら化合物は人や動物に対して毒性があり、発癌性を示すこともあります。
また、これら4種の中でも特にB1とG1の毒性が強く、この毒性のため、規制当 
局は食品中に含まれるアフラトキシン類の基準値を定めています。これにより、 
食品製造業界では、高感度かつ正確で、再現のある分析法が必要とされてい
ます。一般的には蛍光検出器を使用した逆相HPLCによって分析されていま 
すが、逆相系移動相がB1とG1の蛍光を抑制するため、通常は感度を高めるた
めに誘導体化が行われます。代表的なものとして、トリフルオロ酢酸(TFA)を
用いたプレカラム誘導体化法、ヨウ素を用いたポストカラム誘導体化法、電気
化学的な臭素誘導体化法、光化学誘導体化法があります。

これらのアプローチは時間を要し、高価なポストカラム反応槽、もしくは臭素
誘導体化法では電気化学セルを準備する必要があります。また、TFAを使用す
る場合は安全性も考慮しなければなりません。

HPLCの操作性とUPLCのクロマトグラフィ性能を併せ持つACQUITY UPLC H-Class 
システムにより、Auto•Blend機能を用いてアフラトキシン類の分析時間を12分 
から4.5分へ短縮します。

ACQUITY UPLC H-Class 
システムを用いた 
アフラトキシン類の迅速分析
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ソリューション
サンプル前処理には、VICAM AflaTest®P法を利
用したWatersアフラトキシン分析キットを用いま
した。ACQUITY UPLC H-ClassシステムとUPLC®

用に最適化された蛍光検出器を用いることで、 
誘導体化を必要とせず、M1、G2、G1、B2とB1に 
ついて4.5分の分析時間でのベースライン分離が 
可能でした。ACQUITY UPLC H-Classシステムは、 
溶媒の自動混合を可能にするAuto・Blend™機
能を持ったクォータナリソルベントマネージャ
(QSM)を使用しています。これにより、水とメタ 
ノール、アセトニトリルの3液混合が容易に実施
でき、ACQUITY UPLC BEH C18カラムを用いるこ
とにより分析時間の短縮が可能となりました。

ACQUITY UPLC H-Classシステムと蛍光検出器（大容量フローセル使用）を用いたアフラトキ
シン類の分析
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ACQUITY UPLC H-Classシステムは、これまでのHPLCシステム
と同様の操作性と、分析時間12分から4.5分への短縮を実現
するUPLCテクノロジーを併せ持ったシステムです。

ポストカラム誘導体化システムとその流路を無くすことで、 
バンド拡散が減少し、高いSN比を伴ったシャープなピークが
得られます。これは正確な検出と定量を可能にします。また、
誘導体化の必要性を無くすことで、システムを簡略化でき、 
トレーニング、トラブルシューティング、そして保守にかかる 

費用を減らすことも可能になります。さらに、UPLC分析では、 
HPLCと比較して溶媒消費量が約85%削減できます。

ACQUITY UPLC H-Classシステムと蛍光検出器、そしてアフラ
トキシン分析キットを用いた分析は、誘導体化を必要とせず、
定量性確保のために必要十分な感度をご提供します。分析時
間の短縮は迅速なサンプル処理による生産性の向上をお約束
します。
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